
原発ゼロの会・大阪の会員にぜひなって下さい 
 

日頃の「ゼロの会・大阪」の活動へのご協力、ご支援に心から感謝申し上げ

ます 

福島第１原発の事故から５年が過ぎましたすが、今も 10 万人近い人が避難

所生活を強いられています。事故を起こした原子炉の内部は放射能が強すぎて

立ち入ることも出来ず、今も事故の真相も未解明です。“汚染水が漏れる”“核

燃料廃棄物処分場が未定”など、あらゆる面で「収束」とはほど遠い状況にあ

ります。福島事故避難者への補償も全く不十分です。このような状況での原発

再稼働は許せません。 

原発ゼロの会・大阪は、次の要求をかかげて 2011年に結成されました。 

①原発は地震国日本にとっては余りにも危険です。原発は廃止して、ゼロに

しましょう。 

②日本の電力・エネルギー政策を自然エネルギーの方向に大きく転換しまし

ょう。 

そして、この要求で一致する団体・個人のみなさんに、“一緒に運動しませ

んか？”と呼びかけています。ぜひ多くのみなさんが、「原発ゼロの会・大阪」

の会員になっていただき、原発ゼロ・自然エネルギー推進をめざす府民運動に

共にご参加いただくことを心から訴えます。 

   
名称「原発をなくし、自然エネルギーを推進する大阪連絡会」 

 「原発ゼロの会・大阪」事務局  

〒540-0026 大阪市中央区内本町2-1-19 

 内本町松屋ビル 10 370号 

 大阪から公害をなくす会気付 

電話(06)6949-8120  FAX(06)6949-8121 

 メールinfo@oskougai.com 

 

mailto:info@oskougai.com


原発をなくし、自然エネルギーを推進する 

新しい府民運動にぜひご参加ください 
 

東日本大震災で起こった東電福島第一原発の災害は、事故収束への見通しも立たないだけ

でなく、原発はひとたび重大な事故を起こせば事態を制御できなくなるという、他の事故と

は全く異なる危険な実態を明らかにしました。また、日々生成される放射性廃棄物は、その

処理方法も見つかっておらず、危険な高濃度放射性物質が溜まる一方であることも明らかと

なりました。放射能による汚染は大気、海洋、土壌などあらゆるところに広がり、農業、畜

産、漁業、産業などすべての分野に深刻な被害を及ぼしています。地域住民の内部被曝問題

も深刻です。 

私たちは、福島第一原発災害を教訓に、次のような大きな府民運動を呼びかけます。 

 

①原発は地震国日本にとっては余りにも危険です。原発は廃止して、ゼロにしましょう。 

②日本の電力・エネルギー政策を自然エネルギーの方向に大きく転換しましょう。 

 

私たちは、この要求で一致する団体・個人のみなさんに、一緒に運動しませんか？ と呼

びかけます。そして、原発問題について身近なところから語り合い、学び合い、交流しなが

ら、この要求を実現するために、署名活動や集会、街頭での宣伝などに取り組み、大きな世

論をつくっていきたいと思っています。 

私たちは、こうした府民運動をすすめるために「原発をなくし、自然エネルギーを推進す

る大阪連絡会」（略称：原発ゼロの会・大阪）を立ち上げました。そして、原発をなくし、自

然エネルギーの推進を願うたくさんのみなさんと手を携えてこの府民運動を大きく盛り上げ

ていきたいと考えています。 

ぜひ多くの府民のみなさんがこの運動に共にご参加していただくことを心から訴えます。 

２０１１年１０月１５日 

 

呼 び か け 人 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

呼 び か け 団体 
 

 

 

 

 

 

 

安斎 育郎 立命館大学名誉教授        石田 法子 前日弁連人権擁護委員会委員長 

大谷 昭宏 ジャーナリスト          小田 徹也 ＩＰＰＮＷ大阪府支部支部長（故人） 

桂  吉弥 落語家              木津川 計 『上方芸能』発行人 

日下部吉彦 大阪音楽大学客員教授・音楽評論  小山乃里子 ラジオパーソナリティー 

阪口善次郎 元大阪原水協理事長        藤本 義一 作家（故人） 

宮本 憲一 大阪市立大学名誉教授       和田  武 自然エネルギー市民の会代表 

（肩書は呼びかけ時点のものです） 

大阪から公害をなくす会       おおさか市民ネットワーク 

大阪民主医療機関連合会       原水爆禁止大阪府協議会 

原発問題住民運動大阪連絡会     新日本婦人の会大阪府本部 

全大阪労働組合総連合        日本科学者会議大阪支部 



原発ゼロの会・大阪 入会申込書 

 
 

●個人会費の規定 

 ①個人会費は1口年間 1,200円です。 

但し、一括納入の場合は 1口年間 1,000円です。基本的には一括納入をお願いします。 

 ②会費年度は毎年４月から翌年３月までの１年間です。 

年度途中に入会の方は、３月までの月数×100円で納入していただきます。 

③入会と同時に入金していただいた方は、「今回の入金内訳」もご記入願います。 

●団体会費の規定 

 ①団体会費は 1口年間 3,000円を最小口数に、１口・２口・４口・８口などとなっていま

す。会計年度、途中入会などの考えは個人会費の規定と同じです。 

 

私は原発ゼロの会・大阪の会則を認め入会を申し込みます。 

記入年月日（＝ 入会日）        年   月  日 

お 名 前 
 

ご 住 所 

〒□□□-□□□□ 

 

 

電 話  

Ｆ Ａ Ｘ  

メールアドレス  

会 費 口 数 ●口数  口   ●一括納入会費     円/年 

今回の入金 

内   訳 

●入 金 額       円 

●入金期間    年  月 ～     年３月 

 

原発ゼロの会・大阪 〒540-0026 大阪市中央区内本町 2-1-19 内本町松屋ビル 10 370号 

電話(06)6949-8120  FAX(06)6949-8121  メール info@genpatsuzero-osaka.com 


	新加入申込書_ 3面　Ａ４版
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